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1. はじめに 

 

                                         学長 遠藤保雄 

 

  

 本学では、東北で唯一の体育スポーツ科学系大学として、「日本版 NCAA の導入推進事業」

の助成を受け、東北の他大学に先駆け平成３０年９月にスポーツ局を学長直属の組織とし

て設置した。その後、平成３１年３月には「大学スポーツ協会（UNIVAS）」が創設され、国

レベルでの大学スポーツ振興の枠組みができたことを踏まえ、今年度は UNIVAS との緊密な

連携のもとでスポーツ庁の「大学スポーツ振興の推進事業（大学スポーツアドミニストレー

ター配置事業）」を活用し、専任のスポーツアドミニストレーターを配置し、昨年度に引き

続き、スポーツ局を中心とした本学のスポーツ活動全体の活性化のための取組みを継続し

てきた。 

 スポーツ局では、スポーツブランディング事業などの戦略的事業の推進とアスリートと

クラブ支援業務の推進の両面について、学内の各組織と有機的な連携を取りながら業務を

進めている。従来の大学の部活動はそれぞれが独立して運用されてきたことから、部活動横

断的な学内統括組織の設置については職員の中に戸惑いも見られたが、専任のスポーツア

ドミニストレーターを配置することにより連絡調整機能が強化され、本学のスポーツの振

興とスポーツに取り組む学生への支援強化、コンプライアンスの徹底などについて、学内の

認識の共有化が図られてきていることは大きな前進である。 

 今年度の取組みの一つとして、昨年度は屋外種目のサッカーで実施したホームアンドア

ウェイ方式による大学間のテストマッチを、室内種目のバレーボールで行ったことが挙げ

られる。本学と同じ県の南部に所在する尚絅学院大学の女子バレーボール部を対戦相手と

して行うこととし、実施に向けた協議の中で、単なる対抗戦とするのではなく、今年実施さ

れる東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けて、まだ知名度の低いパラ種目であ

る「シッティングバレーボール」を周知する機会ともすることで合意し、関係機関の協力の

もと多くの観客を得て実施できたことは意義深いものであった。併せて、これを機会に同大

学との間で連携協定を締結し、スポーツ以外の研究・教育・地域貢献等でも今後共同して取

組みを進めていくこととなったことも大きな収穫である。 

 また、体育スポーツ科学系大学におけるスポーツに関する積極的な情報発信が極めて重

要であるが、そのツールとして「仙台大学スポーツサイト（仙スポ）」を構築したことも、

今年度の大きな成果である。特に、SNS を活用し、「する・みる・ささえる」スポーツを実践

している学生自身による情報発信に重点を置いた「仙スポ」の構築は、今後の本学スポーツ

情報の発信媒体として威力を発揮するものと期待している。 

 今年度は、上記の他にも指導者に対するコンプライアンス研修会やスポーツを通した地

域貢献事業の実施など、本学としての「足場を固める」事業に重点を置いて取り組んできた

が、いずれも「学生ファーストで面倒見のよい大学」としての University Identity の追

及に寄与するものであり、その成果を来年度以降につなげていきたいと考えている。 

  



 

 

２． スポーツ分野の統括業務の実施状況について 

 

学長直属の機関として平成 30 年 9 月 1 日付にて設立したスポーツ局が主管として担い、

大学のスポーツ活性化のための戦略方針の具現化に向けて、学友会と教学組織、事務組織の

円滑な連携による部活動の一層の活性化に向け、戦略方針の策定と実践における組織間調

整を行っている。 

 

〇仙台大学スポーツ局人員体制 

 

 ・スポーツ局長（副学長兼任）  1 名 

 

 ・スポーツ局副局長（教員兼任） 2名 

 

・スポーツアドミニストレーター 2 名（教員兼任・専任） 

 

・マネジメントスタッフ     1 名（事務職員専任） 

  

・ワーキングスタッフ       34 名（事務職員兼任） 

以上、合計 40名体制で、各業務に対応できるように整備した。 

 

 

スポーツ局が置かれる仙台大学教学組織図は以下のとおりである。 

 

 

 

3．大学スポーツ・アドミニストレーターの配置の状況について 

 

①大学スポーツ・アドミニストレーターに雇用した者に求めた資質・能力等 

 

〇スポーツ分野の統括管理を推進していくスポーツ局において、中心となって戦略 

推進を進めて行く役割がスポーツ・アドミニストレーターである。特に、学友会を 

中心とした部活動、センターや部等の教学組織、事務局の各組織との組織間調整と 

方向付けを行うコントロールタワー機能を担っている。 



〇本学では、スポーツ局長・副局長の配下に２名のスポーツ・アドミニストレーターを 

配置しているが、そのうち１名を専任の事務職員とし統括業務等を推進している。 

 

 〇既存事務組織との連携においては、学内の各組織が関連性を持つことから各部門から

１名の職員をワーキングスタッフとして兼務任命し、組織の屋上屋化や人件費の増大

を抑える体制を整えた。 

 

②大学スポーツ・アドミニストレーターが担っている役割・具体的に行った業務 

  

〇スポーツ分野の統括全般を担う業務ではあるが、業務種別によって推進手法を分け、 

メリハリのある業務体系を設計する。 

 

 〇管理型業務は、ルールづくり、仕組みづくり、システム化によって業務の定型化を行い、

既存事務組織の業務改善につなげ、効率改善と効果創出を目指す。 

➔➔学生アスリートの支援プログラム・部活動マネジメント業務のパッケージ化・ 

スポーツ施設の利用運営管理 

 

〇創造型業務は、外部組織や団体との調整窓口機能を果たし、培ったネットワークからの

新しい知見の導入を進め、新たな事業開発につなげていく。 

➔➔ブランディング促進と将来的な大学スポーツのビジネス化を視野に入れた業務 

 

 〇本学のスポーツ局スポーツアドミニストレーターが行った具体的な業務としては、近

隣の岩沼市と本学、一般企業（株式会社フクシ・エンタープライズ）との間で「中学校

部活動支援事業」に関する三者連携協定の締結に向けて必要な調整を行い、課題を抱え

る中学校部活動への支援を行うシステムを構築し、「スポーツによる地域貢献」を実現

した。（令和 1.12.3 締結）➔➔※P23 参照 

 

＜※本学におけるスポーツアドミニストレーターの位置づけ＞ 

 



 

 

4.委託事業の実施について 

 

① 学生アスリートのキャリア形成支援 MCP（Making Career Plan）クラブマネジメン

トプログラム 

『ホーム＆アウェイ方式での試合の試行的な実験実施』の開催 

 

本学では、多くの学生がスポーツを「する」のみならず、「ささえる」スポーツを学ん 

でいる。それらの中でも特にスポーツ競技運営ノウハウの試験的実行として、試行的に 

今年度は室内競技であるバレーボール競技にて、東北地区内のチームとの間でテストマ

ッチの実験実施を当初計画した。計画を進める中で対戦相手が決定し、開催に向けた協議

を相手校である尚絅学院大学と重ねる過程において、東京パラリンピックの機運醸成に

もつながるものとしたいというねらいから、東京パラリンピック競技種目の一つである

身体障害者競技のシッティングバレーボールについての広報普及活動を中心とすること

となった。 

開催日には、尚絅学院大学において地元中学生を対象とし２０年間継続して開催して

きたバレーボール大会が行われることから、その大会終了後に同大学の体育館にて開催

することによって、中学生を含む観客動員増を図ることとした。また、普及試合の模様は

インターネットによるライブ配信を行い、広く情報発信を行った。 

 

 

【概要】 

   日  時 ： 2020 年 1月 12 日（日） 

   会  場 ： 尚絅学院大学体育館（宮城県名取市） 

相  手 ： 尚絅学院大学女子バレーボール部 

協  力 ： 第二塩化リゾチーム（県内唯一のシッティングバレーボールチーム） 

 

 

【実施内容】 

１．開催通知方法  

本学男女バレー部所有の SNS より各方面へ告知 

仙台大学公式 HP による開催告知 

尚絅学院大学公式 HP による開催告知 

チラシ（開催プログラム）による開催告知（1,000 部） 

 

  ２．ネット配信 

カメラ 1台を配置し、インターネットにより生中継を実施。 

 

 

 

 



 

 

＜開催チラシ（プログラム）＞ 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

＜普及試合の様子＞① 

 

仙台大学、尚絅学院大学の女子バレーボール部によるシッティングバレーの試合形式による実演。

下写真奥は、ライブ中継をする本学学生カメラマン。（女子バレー部アナリスト） 

 

 

 

 

 



 

 

＜普及試合の様子＞② 

 

ルール説明、解説を行った宮城県唯一のシッティングバレーチーム、第二塩化リゾチームの皆さん 

 

最終セットでは、当初予定にはなかった当事者を加えた普及活動に発展 

 

 

 

 

 



 

 

＜両大学学長挨拶及びスポーツ局長挨拶の様子＞ 

  

尚絅学院大学 合田学長の挨拶            仙台大学 遠藤学長の挨拶 

  

挨拶を聞き入る学生達              仙台大学 髙橋スポーツ局長の挨拶 

 

インターネットによるライブ配信の様子 

 

 

 

 



 

 

＜本学学生による開催後の感想文＞ 

 

 

 

 

シッティングバレーを経験して 

 

 

 

 私は、小学校 4年生から大学 4年生までの 12年間バレーボールを行ってきました。私自

身、バレーボールは球技の中でも様々な技術を習得したり、戦略を考え試合をしたりするの

が難しいスポーツであると、今までバレーボール競技を経験してきて感じています。その中

で、今回は初めてシッティングバレーを経験しました。シッティングバレーは、私が今まで

行ってきたバレーボールとは大きく異なり、座って行うのが特徴的です。また、コートも小

さくやネットも低いため、動きは通常のバレーボールよりもコンパクトになります。しか

し、座っている状態での動作はボールの落下点に入ることでさえ難しいと感じました。ま

た、下肢が使えない分、上肢の細かい部分の使い方が重要であることも感じることができま

した。今回のシッティングバレーを通して、障がい者スポーツは、簡単にできるスポーツで

はないことを学ぶことができました。どちらも「スポーツ」であることは変わりなく、それ

ぞれにスポーツの楽しさがあり、障がい者スポーツは特に障がいのある人、ない人が一緒に

楽しむことができる素晴らしいものであると感じました。 

 私は、今まで身体を満足に動かし、スタンディングのバレーボールを長年行ってきまし

た。しかし、障がいのある人も楽しむ場所、戦う場所があるということが、今回実際にシッ

ティングバレーを体験して学ぶ事ができました。また、障がい者スポーツというのは、これ

まで私が行ってきたスポーツの種目よりも奥深い部分が多くあり、より高い技術が求めら

れることも学ぶ事ができました。今まで、このような障がい者スポーツを実際に行う機会は

少なかったので、とても良い経験になりました。今年は東京でオリンピック・パラリンピッ

クが開催されます。オリンピックだけでなく、パラリンピックに興味を持つ人を増やしてい

けるように、今回の経験を周りに積極的に発信していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

② 「仙台大学スポーツサイト（仙スポ）」の運用～学生キャリア形成支援とスポーツに対

する理解醸成・応援文化の定着の観点を複合的に展開 

 

本学における部活動の結果報告等については、現在、各部活担当者から HP運営委員会に

報告し、それを大学公式 HP に載せている。また、それぞれ各部活動毎にツイッターなどの

SNS にて独自に活動や結果を公表しているのが現況である。 

 そこで、これまで個別に発信していた部活動情報を大学として集約するとともに、学生自

身がさらに積極的に自分たちの活動を発信できるようなサイトを創設し、「仙台大学スポー

ツサイト（仙スポ）」として展開することで、そのスケールメリットや相乗効果による認知

度向上を図るとともに大学のブランディングにつなげていくこととした。 

また、各部活動の活動に対する相互理解醸成や部活相互の応援文化の定着にもつなげて

いきたいと考え、サイト構成を構築した。 

さらに運用に際しても学生自身が積極的に関与できるよう、学友会と緊密な連携をとっ

ていくこととしている。 

 

 

〇サイトマップ 

各運動部の公式ツイッターの集合体をコンテンツの柱とし、各部活の試合日程集約やク

ラブ一覧管理、試合や練習の動画も掲載する予定としており、随時タイムリーな情報発信を

行うものとする。 

 

 



＜仙スポサイト TOPページ（令和２年２月時点）＞ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

５． その他スポーツ局の活動報告 

 

① UNIVAS 研修会報告及び指導者向けコンプライアンス研修会の実施 

 

「UNIVAS 研修会報告及び指導者向けコンプライアンス研修会」を開催した。指導者向

けコンプライアンス研修会では外部講師として、ひろむ法律事務所の斉藤睦男弁護士を

お招きし、「社会の変化と大学における部活動指導」をテーマに過去の部活動における体

罰やハラスメントの実例の紹介や、法律を元にした部活動指導における留意点等を講話

頂きました。また、UNIVAS 研修会報告では名取教授より、UNIVAS の現状や抱える課題等

の報告がなされ、質疑応答では活発な意見交換がなされた。 

 

【実施日】 

 令和元年 12月 17 日（火）14：00～16：00 仙台大学講義棟 

 

【対象者】 

 部活動指導者（部長・監督等） 

 

【参加人数】 

 58 名 

＜研修会の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

〇UNIVAS 研修会報告から 



 

 

 



 

 

 



 



 

 







 



 



 

 

 

＜コンプライアンス研修会後に実施した自己点検シート＞ 

 

 



 

 

② 産学官連携による『中学校部活動支援事業』に関する連携協定締結 

 

令和元年 12 月 3 日（水）岩沼市役所にて、岩沼市・仙台大学・㈱フクシ・エンタープ

ライズ社における、「中学校部活動支援事業」に関する連携協定（三者協定）を締結。 

 本協定は、教育現場の長時間労働における問題の解決が大きなねらいであり、岩沼市内の

部活動に対して、本学から学生を派遣し、部活動指導を行う取組みである。 

  本学にとっては、将来指導者を目指している学生に対して、大学で学んだことを教育現

場で実践できる貴重な機会でもある。 

  岩沼市内中学校の女子バレー部の指導に当たっている学生（本学健康福祉学科４年）は

「将来は学校の先生になってバレーボールを教えたいと考えており、こういう機会を頂

けることは私にとって非常に嬉しく、生徒の皆さんにもバレーボールの楽しさを知って

もらえたらと思います」と述べている。 

三者による定期的な打ち合わせを行いながら、今後さらに活動の充実を図っていくこ

ととしている。 

なお、本協定の様子は当日のニュース番組や地元新聞社にも取り上げられた。 

 

 

 

＜連携協定調印式の様子＞ 

 

 

 

 



 

 

＜部活動支援事業の形態＞ 

拠点型と派遣型の支援形態を構築、実施競技数を徐々に増やしていく計画となっている。 

 


